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有限会社メイワ自動車｜ホームページ案 原稿確認用（index.html）
文章を直接書き換えてご修正ください（変更履歴が残る設定です）。「写真：」の行は掲載する写真の内容、【バナー】は他のページへ案内するボタンの文言です。追加したい内容は、該当する箇所に書き足してください。
写真：工場の外観と、入口に並ぶ旧車
旧車から現車まで、 全ての車の修理を承っています。
小さな町工場ですが、みなさんに愛されるメイワ自動車でありたい。
小さな町工場だからこそ出来ることを。
写真：工場の前に立つ二人と旧車
メイワ自動車は1993年、2級整備士の父と2級整備士の息子（現社長）、母、子育てをしながら家業を手伝う嫁の4人で創業。
『ここに愛車を任せてみよう』と思っていただけるような地域1番の車屋さんを目指し、2005年に有限会社メイワ自動車を設立しました。
乗る人の気持ちに寄り添う整備士でありたい。 たとえ小さな一歩でも、昨日より確実に進んでいたい。
【バナー】私たちの想い
二人の整備士のこと、おかげさまの気持ち
進化していく車の原点に戻りたい。
何もかもが便利になっている時代だからこそ旧車の性能が魅力となっているのかもしれませんね。車の原点を大切にするためのお力になります。共に語り大切なものを残していきませんか？
写真：復元後の初代セリカリフトバック
【バナー】2016　初代セリカリフトバック
「これ。セリカ？」外装はさびさび、骨組みだけ。ここからが自分のレストアスタート。
写真：旧車の下で作業する整備士
【バナー】2017　一本のボルト
「原点に戻る＝整備士として旧車を守る」ということでした。
写真：昭和47年フォルクスワーゲン・ビートル
【バナー】2018　ワンオーナーのビートル
『車は自分の思いを大切にしてくれる所で引き取ってほしい』
【バナー】メイワ・レストア物語を読む
旧車とオーナーさんとの物語
メイワ自動車だからできる、 丁寧・迅速・心の通った対応
旧車で原点を知り、最新車まで
診断機に頼れない旧車は、エンジン音を聞き、異音がすれば場所が見つかるまで何度も耳で確かめます。この経験が、技術向上に繋がっています。
車検は、車検場までの道のりも
中部運輸局の認証工場です。車検場までお車を持ち込み、その道中で、検査だけでは分からない癖や状態を確かめます。
作業の前に、まずご相談
小さな修理でも、ご納得いただいてから作業に入ります。部品は新品からリサイクル品まで、ご予算に合わせて選べます。
女性整備士がいます
車のトラブルで困っている女性に、声をかけることしかできなかった。その悔しさから、保育士から整備士になりました。
人も車も、丁寧に
耳は傾けます。必要なことは、しっかりとお伝えします。専門用語が出た時は、何度でも聞き直してください。
保険のこと、事故のとき
お怪我や大きな事故のときは現場へ。レッカーの手配や受け入れの準備も進めます。火災保険もご相談ください。
お車に関することは、お気軽にご相談ください
事前にご相談し、内容と料金にご納得いただいてから作業を始めます。
【バナー】車検
【バナー】修理・整備
【バナー】中古車販売
【バナー】コーティング
【バナー】各種保険

私たちの想い
有限会社メイワ自動車｜ホームページ案 原稿確認用（omoi.html）
文章を直接書き換えてご修正ください（変更履歴が残る設定です）。「写真：」の行は掲載する写真の内容、【バナー】は他のページへ案内するボタンの文言です。追加したい内容は、該当する箇所に書き足してください。
メイワ自動車は1993年、2級整備士の父と2級整備士の息子（現社長）、母、子育てをしながら家業を手伝う嫁の4人で創業。
『ここに愛車を任せてみよう』と思っていただけるような地域1番の車屋さんを目指し、2005年に有限会社メイワ自動車を設立しました。
整備士として歩んできた二人
写真：リフトアップしたお車の下回りを整備する社長
代表取締役　丹羽 和博
車などのプラモデルを作ることが好きだった社長が父と共に自動車整備士として歩み始め、自身が学んだ技術と整備士として歩んできた父の横で学び土台を作り、ご入庫していただく、多種多様なお車をメンテナンスすることで技術向上に努め、今メイワ自動車の主たる整備士としてお客様のお車を守らせていただいています。
写真：事務所でお客様とお話しする取締役
取締役　丹羽 明子
前職は保育士をしており、仕事・子育て・家事を両立して頑張る女性を一番近くで応援してきました。そして、自身が子育て最中に女性がお車のトラブルで困っている姿を見ても、お声がけしかできない自分が悔しく、社長が整備士としてお客様に寄り添い修理をしている姿を見て、自身が車の知識を持てば、忙しい女性が安心してドライブができるお手伝いができるのではないかと、前職とは真逆ではありますが、3級整備士資格を取得しました。現在は社長の補助役ではありますが、女性整備士として多くの温かいお客様に育てていただきながら、日々頑張っています。
乗る人の気持ちに寄り添う整備士でありたい
たとえ小さな一歩でも、昨日より確実に進んでいたい。
コンピュータ化され日々進化する車。しかし整備する人、メンテナンスは変わりません。わたしたちは旧車から最新車まで対応できる知識と技術を少しでも向上させながらも、小さな町工場だからこそ出来る、お客様の気持ちに寄り添える整備士でありたいと思っています。
旧車と正面から向き合ってこそ得られること
写真：旧車の下で作業する整備士
コンピューター化されてきている現代の車は、不具合が発生すると診断機を使って不具合個所を短時間で見つけ、的確な修理が出来ますが、旧車ではそうはいきません。エンジンがかかればエンジン音から不具合個所を見つけ、異音がすれば人の耳を頼りに、その場所が見つかるまで、何度も音を聞いて不具合箇所見つけ出します。このようなアナログで地道かつ丁寧な整備が旧車には必要となります。この経験が私達整備士にとっては「原点に戻ることが出来、自分の技術向上」に繋がる良い機会になるのです。旧車と正面から向き合ってこそ得られることです。
【バナー】メイワ・レストア物語を読む
旧車とオーナーさんとの物語
たくさんのお客様に支えられてメイワ自動車があります
『感謝の気持ち』と『笑顔』を大切に。これからも地域のみなさまに『メイワ自動車が地域にあってよかった。任せてよかった』と言っていただける、メイワ自動車でありたいと思います。
特別な技術を持っているわけでもありません。私たちが今あるのは創業から、私たちを信頼して愛車を預けていただいているお客様のおかげです。私たちもそうであったように親から子へ。そしてお客様からお客様へのご縁。メイワ自動車のお客様の繋がりは『みなさまのおかげ』『一人一人のお客様の温かい心のおかげ』『ありがとうのお言葉がいただけるおかげ』。たくさんの『おかげ』で支えられてきています。
だからこそ私たちもお客様と真摯に向き合わせていただき、お困りの時は迅速丁寧な対応で、いつでも何度でもメイワ自動車にご入庫いただけるような会社でありたいと願っています。
どなたにでも入りやすい、町のくるまやでいたい
写真：工場の外観と、入口に並ぶ旧車
この前をよく通られる方が『ここにくるまやがあるから』『学生のころから通っていて、車を運転できるようになったら来てみたいと思っていた』『突然の故障、どうしよう』。そんな『はじめまして』のお客様にも、私たちがユーザー様に支えられてきたように、どなたにでも入りやすい町のくるまやでありたいと思っています。
私たちは着飾ることが出来ず、いつもお客様と対応させていただいている姿での対応しかできないかもしれません。でもお客様の気持ちは大切に思い対応させていただいております。大手企業様のような対応はできません。いつもの言葉でお話をしてしまうかもしれません。安心安全に乗っていただけるように、お客様の気持ちになり、お話をさせていただくことでお車の状態をわかりやすくしっかりとお伝えさせていただきます。
おかげさまのおもてなし
写真：工場の前に立つ二人と旧車
開業から私たちがここまで来られたのは、多くのお客様にご利用いただき、たくさんの温かい声、時にはご教示いただき支えられ育てていただいたおかげです。 そのおかげで今日もお車のメンテナンスをさせていただくことができています。
だから今度は、私たちが。
お客様との話は私たちにとって大切な時間です。 お話をさせていただくことで、お車の状態、使用の仕方を知り、原因を見つけメンテナンスをし安全に乗っていただく。それはお車だけではなく自動車屋ですが保険のことでも。それが日ごろお客様に支えられている私たちがお返しできるおもてなしです。いつでもどんな時でも側で寄添える『まちの小さなくるまやさん』そんな存在でありたいと思っています。これからも。

メイワ・レストア物語
有限会社メイワ自動車｜ホームページ案 原稿確認用（restore.html）
文章を直接書き換えてご修正ください（変更履歴が残る設定です）。「写真：」の行は掲載する写真の内容、【バナー】は他のページへ案内するボタンの文言です。追加したい内容は、該当する箇所に書き足してください。
小さな町工場ですが、みなさんに愛されるメイワ自動車でありたい。 この気持ちで旧車から現車まで全ての車の修理を承っています。
クラシックカーフェスタのガイドブックに、メイワ自動車が毎年寄せてきた物語です。当時の文章のまま掲載しています。
メイワ・レストア物語 2016
写真：初代セリカリフトバックの運転席
進化していく車の原点に戻りたい
10年位前、エンジニアとして少し心にゆとりが出来てきた頃、進化していく車の原点に戻りたい、そんな気持ちが旧車に目を向けさせ、懐かしさからメンテナンスをしてみたい！という気持ちが高まり「トレノ27」を旧車1号として購入。これがきっかけとなり旧車の魅力を多くの方に伝えたく今に至っています。
1番自分を楽しませてくれたのが旧車2号となる「1973年4月に発売された初代セリカリフトバック」通称LB。1600OHV・1600DOHC・2000CC SOHC・2000CC DOHC 計4種類のエンジンが設定され、とりわけ高性能版の2000CC DOHC(18RG)を積んだLB2000GTの人気が高く憧れでもありました。
そんな憧れのセリカを手に入れ、いざ到着の日、目が点に…「これ。セリカ？」外装はさびさび、骨組みだけ残っているだけの状態。かろうじてエンジンだけはかかり、積車から自走で降りてきたものの、ここからが自分のレストアスタート。ガラス・モール類の内装に至っては天井の張り直し、フロアカーペットの交換からガソリンタンクの洗浄と、原型で使用できるところはほぼなく、当時の状態に近づけるように年月をかけて復元しました。
写真：復元前の初代セリカリフトバック（正面）
写真：復元前の初代セリカリフトバック（側面）
復元は自分の仕事と並行で行い、部品がないものになると流用修理をし、頭と経験と業者さんとの情報交換で勝負。難点は多々あったものの、でもそれがとても充実していて…楽しませてもらった1台。この写真がそれを物語っています。
写真：復元後の初代セリカリフトバック
写真：復元後の初代セリカリフトバック（後ろ姿）
最近の車は個性がないとよく耳にしますが、燃料も食わず快適に楽に乗れること。それはそれで魅力です。でもその反面、何もかもが便利になっている時代だからこそ旧車の性能が魅力となっているのかもしれませんね。車の原点を大切にするためのお力になります。共に語り大切なものを残していきませんか？
メイワ・レストア物語 2017
写真：リフトアップした旧車の下回り
原点に戻る＝整備士として旧車を守る
メイワ・レストア物語2016から1年。 「進化していく車の原点に戻りたい」この気持ちは変わらず持ち続け旧車と向き合う1年でした。そしてこの1年で多くの旧車とオーナーさんとの出会いがありました。懐かしさから話に花が咲き、ご自身の旧車をアピールされたり、逆に、思うように部品が手に入らずガックリされたりと様々な物語がありました。
でも行き着くところは「旧車への思いはみんな同じ」です。
写真：旧車の足まわり
コンピューター化されてきている現代の車は、不具合が発生すると診断機を使って不具合個所を短時間で見つけ、的確な修理が出来ますが、旧車ではそうはいきません。エンジンがかかればエンジン音から不具合個所を見つけ、異音がすれば人の耳を頼りに、その場所が見つかるまで、何度も音を聞いて不具合箇所見つけ出します。このようなアナログで地道かつ丁寧な整備が旧車には必要となります。この経験が私達整備士にとっては「原点に戻ることが出来、自分の技術向上」に繋がる良い機会になるのです。旧車と正面から向き合ってこそ得られることです。
写真：旧車の下で作業する整備士
そんな中、びっくりする車に出会いました。車検の為に初めて入庫した旧車で、リフトアップして覗いてみたら衝撃！ラックアンドピニオンの通常ボルトで留まっていなければならない部分が、何とボルトではなくテープで留められていたのです。誰が整備したのか？ではなく、オーナーさんがアクシデントに見舞われず、また大切な旧車が怪我をすることなく入庫し、見付けることが出来て本当に良かったと感じました。
旧車の部品は、たった1本のボルトでさえ手に入りにくい時があります。今回のハプニングに遭遇し、自分たちに出来ることは？と考えた時、やはり「原点に戻る＝整備士として旧車を守る」ということでした。そして「同じ旧車愛好家としてオーナーさんに寄り添って守っていく」ことも数少なくなっていく旧車を大切にしていく一つの方法なのかもしれないと学んだメイワ自動車でした。
メイワ・レストア物語 2018
写真：昭和47年フォルクスワーゲン・ビートル
旧車に詰まった思い出を、次のオーナーさんへ
『進化していく車の原点に戻る＝整備士として旧車を守る』為に、自分たちの拙い言葉でも物語にすることで伝わるものがあるのではないか！との思いを込め、今年も皆さんに物語を届けます。
今年出会った旧車『昭和47年フォルクスワーゲンビートル』旧車？？と思われてしまうかもしれませんが、旧車だけでなくオーナーさんの心にも触れることができました。
写真：当時のままのビートルのシート
ある日『年齢がきたからこの車を手放したい。けれど車は自分の思いを大切にしてくれる所で引き取ってほしい。お願いできるか？』とご来店されました。聞けば、オーナーさんのお子さんが幼少の頃に購入。自営業で時間に制限がある中、ファミリーカーとして使用され、家族の思い出がたくさん詰まった愛車とのこと。溢れ出るおもいで話に自分の幼少期と重ねつつどことなく懐かしさを感じ聞き入っていました。
愛車はガレージにしっかりと管理されていたこともあり、メッキ錆は少しあるもののボディは良好。シートも破れもなく当時のまま。それどころかメンテナンスノートも当時のまま。車のドアを開けるとタイムスリップをしたかのようでオーナーさんがご家族とドライブを楽しまれている様子が伺え、車とご家族が1つの線に繋がっているような錯覚をしてしまうほどたくさんの思い出が乗っていました。
写真：ビートルの後ろ姿
今まで『ワンオーナー』という言葉を何気に使用していた私。この言葉の重みを目のたりにしたと同時に、昨年『旧車愛好家としてオーナーさんに寄り添って守っていく』と記した物語に『形だけで車を残すのではなく、旧車に詰まったオーナーさんの気持ちや思い出を次のオーナーさんに語り継いでいく』事も付け加え、旧車愛好家の方がいつも大切にされている車と同じように人の心をもっと大切にしていけたらと学ばせて頂いたメイワ自動車です。旧車同様、やはり人は年齢を重ねることはすごい事！と痛感したメイワ自動車でした。
物語に登場した旧車、ご紹介している旧車
	物語に登場した旧車
	トレノ27（旧車1号）
初代セリカリフトバック（旧車2号）
昭和47年 フォルクスワーゲン・ビートル

	ホームページでご紹介している旧車
	いすゞ ベレット（1972年式）
ダットサン（1966年式）
マツダ キャロル360 2代目（1964年式）
ホンダ N360（1972年式）
ホンダ バモス（1971年式）



旧車をお探しの方へ
旧車は台数が減り、入手が難しくなっています。車両価格も上がっているため、現在は旧車の販売を見合わせています。旧車をお探しの方には、できる限りお力になりますので、ご相談ください。
共に語り大切なものを残していきませんか？
